
『
顯
戒
論
』

の

「蹄

敬
偶
」

に

つ
い
て

(
高

佐
)

『
顯

戒

論
』
の

「
蹄

敬

偶
」
に

つ

い

て
高

佐

宣

長

『
顯
戒
論
』
の

「蹄
敬
偶
」
は
、
一
句
七
言
の
三
十
二
句
か
ら
な
る
。

ス

ノ

(
1
)

稽
首
十
方
常
寂
光
(
2
)

常
佳
内
謹
三
身
佛

ノ

(
3
)

實
報
方
便
同
居
土
(
4
)

大
悲
示
現
大
日
尊

ス

(
5
)

稽
首
十
方
眞
如
性
(
6
)

妙
法
一
乗
眞
實
教

(
7
)
四
教
五
味
灌
實
等

(
8
)
八
萬
法
藏

一
切
経

ス

(
9
)
稽
首
十
方
内
春
囑

(
1
0
)

大
智
大
悲
大
三
昧

ノ

(
1
1
)

第

一
義
諦
和
合
僧

(
1
2
)

地
前
地
上
諸
菩
薩

ス

ノ

ノ

(
1
3
)

露
命
壷
藏
鷹
舎
那

(
1
4
)

千
華
百
億
繹
迦
尊

ス

(
1
5
)

露
命
佛
性
一
實
戒

(
1
6
)

十
重
四
十
八
輕
戒

ス(
1
7
)

蹄
命
上
座
如
來
母

(
1
8
)

文
殊
師
利
大
菩
薩

ス

(
1
9
)

蹄
命
妙
海
王
子
等

(
2
0
)

二
十
有
鯨
諸
菩
薩

ス

(
2
1
)

蹄
命
南
嶽
天
台
等

(
2
2
)

傳
戒
師
師
諸
聖
衆

シ
テ

ヲ

セ
ソ

ノ

ヲ

(
2
3
)

我
今
顯
二
獲

一
乗
戒

一

(
2
4
)

利
一樂

一
切
諸
有
情

嵩

ニ

カ
ソ
ガ

ヲ

ル

ノ

ヲ

ギ

ク
ハ

ノ

(
2
5
)

爲
レ
開
二
圓
戒

一造
二
此
論

一

(
2
6
)

仰
願

常

佳
濃
三
寳

シ
テ

カ
ラ
シ
メ
タ
マ
ヘ

ヘ

ヲ

リ
テ

ヲ

サ
ン

ヲ

(
2
7
)

冥
護
顯
護

無
二

妨
難

一
(
2
8
)
レ
戒
護
レ
國
蓋
二
後
際

一

ノ

ノ

ギ

ヲ

メ
テ

ヲ

リ

ヲ

(
2
9
)

二
種

生
死
諸
有
情

(
3
0
)

防
レ
非
止
レ
悪
護
二
佛
種

一

シ
テ

ノ

ヲ

ラ

ケ
テ

ヲ

バ
シ
メ
ソ

ニ
(1
)

(
3
1
)

開
二悟

一
心
法
性
本

一

(
3
2
)

自
受
二
法
樂

一遊
二

寂
光

一

こ

の
僅

か

な

「
蹄

敬

偶

」

が
、

こ
れ

迄

様

様

に
議

論

さ

れ

て
來

た
。

最
澄
の
戒
思
想
の
眞
意
、

圓
戒
の
依
撮
す
る
経
典

の
正
依
傍
依
を
論
ず

る
際
の
根
撮
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
最
澄
の
佛
敏
思

想
全
般
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
示
す
と
看
倣
さ
れ
て
來
た
と
も
言

へ
よ
う
。

さ
て
、
こ
の

「
蹄
敬
偶
」
が
、
前
牛
二
十
二
句
と
後
牛
十
句
と
に
大

別
出
來
、
前
牛
の
二
十
二
句
は
最
初
の
十
二
句
と
次
の
十
句
と
に
分
け

ら
れ
る
こ
と
に
は
異
論
は
な
か
ら
う
。

こ
の
十
二
句
と
十
句
と
が
、
そ

れ
ぞ
れ
別
種
の
佛

・
法

・
僧
の
三
寳
に
編
敬
し
た

も

の
で
あ

る

こ
と

は
、
先
學
の
等
し
く
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
い
か
な
る

三
寳
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
分
か

れ
て
來

た
。

こ
こ
で

は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
ふ
。

先
づ
最
初
の
十
二
句
に
つ
い
て
槍
討
す
る
。
引
用
に
附
し
た
番
號
の

(
1
)

か
ら
(
4
)
ま
で
、
(
5
)
か
ら
(
8
)
ま

で
、
(
9
)
か

ら
(
1
2
)

ま
で
が
、
そ
れ
ぞ

れ

佛
、
法
、
僧
の
三
寳
に
稽
首
し
て
ゐ
る
。

佛
寳
に
稽
首
し
た
四
句
は
、
更
に
(
1
)
(
2
)

と
(
3
)
(
4
)

と
に
分
け
て
考

へ
ら

れ
る
。
(
1
)
(
2
)

の

《
十
方
常
寂
光
常
佳
内
詮
三
身
佛
》
と
い
ふ
の
は
、
法

華
経
に
説
か
れ
る
久
遠
實
成
の
繹
奪
の
こ
と
で
あ

る
と
考

へ
ら
れ

る
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が
、

こ
の
鮎

の
論
謹
は
他
日
に
譲
る
。
(
4
)の

《
大
日
奪
》
が
い
か
な
る

佛
か
、
帥

ち
密
敏
の
大
日
如
來
で
あ
る
の
か
否

か
に

つ
い
て
は
、
異

論
も
あ
る
や
う
だ
が
、

一
慮
密
敏

の
大
日
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
た

だ
、

こ
の
大

日
は

《大
悲
示
現
》

の
存
在
と
し
て
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
こ

と
に
留
意
し
た
い
。
常
寂
光
土
の
常
住
内
謹
三
身
佛
に
、
實
報
無
障
擬

土

・
方
便
有
鯨
土

・
凡
聖
同
居
土
の
大
日
尊
が
封
置
さ
れ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
か
ら
、

三
身
佛
と
大
日
と
の
勝
劣
は
明
白
で
あ
る
。
そ
の
文
脈
で

考

へ
れ
ば
、

《大
悲
示
現
》
と
は
、
常
佳
内
謹
三
身
佛
の
大
悲
の
示
現
、

と
見
る
べ
き
で
、
爾
者

の
本
述
蘭
…係
を
示
す
と
思
は
れ
る
。

次
に
法
寳
を
考

へ
る
と
、

こ
れ
も
や
は
り
、
(
5
)
(
6
)

と
(
7
)
(
8
)

と
に
分
け

ら
れ
る
。
(
5
)
(
6
)

は
天
台
法
華
の

一
乗
の
教
法
を
示
す
。
(
7
)
(
8
)

は
、

一
慮

法
華
以
外
の

一
切
を
示
し
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
が
、
(
7
)
に

《
四
敏
五

味
》
と
あ
る
や
う
に
、
天
台
法
華
教
學
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
透
し
た
上
で

一
切
経
が
蹄
依
の
封
象
と
な
つ
て
ゐ
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。

僧
寳
に
つ
い
て
は

一
ま
つ
お
き
、
以
上
の
考
察
か
ら
こ
の
十
二
句
の

編
敬
す
る
三
寳
の
性
格
を
考

へ
て
み
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
學
説
を
み
る

と
、
法
華
の
三
寳
に
蹄
依
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
説
と
、

一
切
の
三
寳
に
婦

依
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
説
の
二
説
に
大
別
出
來
る
や
う
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
前
者
の
表
現
で
は
、
包
含
し
切
れ
ぬ
部
分
の
残
る
こ
と
は
疑

へ
ず
、
か
と
言

つ
て
後
者
で
は
、

こ
の
十
二
句
中
に
明
ら
か
に
存
在
す

る
中
心
、
核
と
い

つ
た
も
の
を
無
視
す
る
こ
と
と
な
ら
う
。
折
衷
案
と

い
ふ
訣
で
は
な
い
が
、
法
華
を
中
心
と
し
た

一
切

の
三
寳
に
蹄
敬
し
て

ゐ
る
と
で
も
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

こ
れ
を
更
に
も
う

一
歩
踏
み
込
ん
で
表
現

す

る
と
す
る
な
ら
ば
、

〈天
台
法
華
宗
の
三
寳
〉
と
言

へ
る
の
で
は
な
い
か
。
佛
は
久
遠
の
繹

奪
と
大
日
で
あ
り
、
天
台
法
華
宗
の
爾
輪
で
あ
る
止
観
業
と
遮
那
業
に

封
慮
す
る
と
考

へ
ら
れ
、
《
八
萬
法
藏

一
切
経
》

は

《
四
敏
五
味
》
を

冠
せ
ら
れ
、
法
華
開
會
を
経
て
ゐ
る
と
把

へ
得
る
の
で
、
強
ち
無
理
な

見
方
で
は
あ
る
ま
い
。
僧
寳
に
つ
い
て
も
、
(
9
)
の

《
内
春
囑
》
の
語
な

ど
が
、
そ
れ
を
裏
附
け
る
と
言

へ
よ
う
。

次
に
(
1
3
)

か
ら
(
2
2
)

ま
で
の
十
句
に
つ
い
て
み
る
と
、

こ
れ
は

一
般
に
梵

網
の
三
寳
に
蹄
命
し
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
管
見
に
入

つ
た

と
こ
ろ
で
は
、
佐
佐
木
憲
徳
博
士
が
こ
れ
に
異
論
を
立
て
、

こ
の
十
句

(
2
)

は
圓
戒
に
蹄
命
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

博
士
は
、
(
1
5
)

の

《
佛

性

一
實
戒
》
の

念

實
〉
は
、
(
6
)の

《
一
乗
眞
實
》

の
略
で
あ
り
、
佛

性

一
實
戒
は
圓
戒

の
異
名

で
あ

つ
て
軍
な
る
梵
網
戒
で
は
な
い
、
と
圭

張
し
た
。
爾
ほ
、

こ
の

〈
一
實
〉
の
語
に
つ
い
て
は
、
他
に
、
『摩
詞
止

観
』
に
見
ら
れ
る

〈中
道

一
實
之
理
〉
、
〈圓
頓

一
實
止
観
〉
の

〈
一
實
〉

(
3
)

を
纏
承
し
た
と
の
読
も
あ
る
。

《
佛
性

一
實
戒
》
の
語
は
、
最
澄
の
著
作
中
他

に
用
例
が
見
當
た
ら

ず
、
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
最
澄
に
於

け
る

〈
一
實
〉

の
語

の
用
例
を
み
る
と
、
例

へ
ば
、
『
守
護
國
界
章
』

に
於

い
て
、
天
台
法

華
宗

の
依
経
に
つ
い
て
述
べ
て
ゐ
る
有
名
な
部
分

に
、

ノ

フ
ル

ノ

バ

ク
ハ

リ

ビ

ニ

ル

今
山
家
所
レ傳

圓
教
宗
依
経
。
正

依
二法
華
経
及
無
量
義
経
一傍
依
二大
浬

『
顯
戒
論
』

の

「
蹄

敬
偶
」

に

つ
い
て

(
高

佐
)
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『
顯
戒
論
』

の

「
蹄
敬
偶
」

に

つ
い
て

(
高

佐
)

ノ

ニ

ノ

ク

繋
。
華
嚴
。
維
摩
。
方
等
般
若
。
甚
濃
諸
大
乗
所
レ読
圓
教
。
文
殊
問
般ク

若
。
般
舟
。
大
方
等
。
請
観
音
。
虚
室
…藏
。
観
普
賢
。
遮
那

一
切
。
説

ノ

ヲ

ニ

ニ

シ

ノ

ヲ

ニ

ス

ヘ

ヘ

ノ

ニ
(
4
)

レ圓
等
諸
経
諸
論
等
幻
先
開
三
二
権
敬
幻
後
會

二
實
経
幻

と
あ
る
。

〈三
灌
〉
と
封
置
さ
れ
て
ゐ
る
と

こ
ろ
か
ら
、

〈
一
實
〉
は

〈
一
乗
眞
實
〉
の
略
と
考

へ
ら
れ
る
が
、
依
経
と
の
關
係
を

み
れ
ば
、

限
定
的
に
は

〈
一
實
〉
と
は
法
華
経
及
び
無
量
義
経
の
み
を
指
す
、
と

す
ら
言
ひ
得
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
摩
詞
止
観
』
の

〈
一
實
〉
を
繊
承
し
た
と
す
る
説
も
、

〈
一
實
〉

が

〈
一
乗
眞
實
〉
の
略
で
あ
る
と
い
ふ
考

へ
と
矛
盾
封
立
す
る
も
の
で

は
な
い
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
、
相
補
的
に
、
或
る
ひ
は
前
者
を
後
者
に

吸
牧
す
る
形

で
、
二
説
を
受
け
容
れ
得
る
と
思
は
れ
る
が
、

い
つ
れ
に

せ
よ
、
〈
一
實
〉
は
天
台
法
華

の
文
脈

で
考

へ
ら
れ
ね
ば

な
ら
な

い

タ

セ

ム

言
葉
で
あ
る
と
言

へ
る
。

で
は

《
佛
性

一
實
戒
》
の

〈佛
性
〉
の
方
は
ど
う
か
と
い
ふ
と
、

こ

れ
に
つ
い
て
も
、
梵
網
経
の
纏
承
と
す
る
説
と
浬
架
経
か
ら
と
す
る
考

へ
方
と
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。
ど
ち
ら
で
あ
る
と
断
定
出
來
る
程
の
決

め
手
は
な
く
、
或
る
ひ
は
最
澄
に
爾
者
を
統
合
す
る
意
圖
が
あ

つ
た
か

と
も
考

へ
得

る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
《
佛
性

一
實
戒
》
は
輩

な
る
梵

網
戒
と
は

一
線
を
書
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
と
言

へ

よ
う
。

順
序
が
逆

に
な

つ
た
が
、
(
1
3
)
(
1
4
)

の
佛
に
つ
い
て
槍
討
す
る
。

こ
れ
は

(
5
)

一
)見
し
て
梵
網
経
の
経
読
を
承
け
縫
い
だ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

こ

の
(
1
3
)
(
1
4
)

や
、
(
1
6
)

の

《十
重
四
十
八
輕
戒
》
な
ど
の
表
現
か
ら
、
(
1
3
)

か
ら

(
2
2
)

の
十
句
が
梵
網
に
蹄
依
し
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
て
來
た
や
う
で
あ
る

が
、
『
内
讃
佛
法
相
承
血
脈
譜
』
の

「
天
台
圓
敏
菩
薩
戒
相
承
師

師
血

脈
譜
」
を
み
て
み
る
と
、

こ
れ
も

《蓮
華
毫
藏
世
界
赫
赫
天
光
師
子
座

(
6
)

上
盧
舎
那
佛
》
か
ら
始
ま

つ
て
を
り
、
(
1
3
)

の
佛
は
、
天
台
圓
敏
菩
薩
戒

の
佛
、

と
も
把

へ
直
し
得
る
の
で
あ
る
。

既
に
み
た
や
う
に
、
《
佛
性

一
實
戒
》
は
軍
な
る
梵
網
戒

と
は
言

へ

な
い
が
、
で
は
何

で
あ
る
の
か
と
言

へ
ば
、
や
は
り

〈圓
戒
〉

で
あ
る

と
言
は
ね
ば
な
る
ま
い
。
郎
ち
、
(
1
3
)

か
ら

(
2
2
)

ま
で
の
十
句
は
、

〈圓
戒
〉

11

〈天
台
圓
敏
菩
薩
戒
〉
の
三
寳
に
蹄
命
し
た
も

の
で
あ
る
と
考

へ
ら

れ
る
。

(
1
6
)

に

《
十
重
四
十
八
輕
戒
》
と
あ
る
以
上
、
(
1
5
)

の

《
佛
性

一
實
戒
》

は
こ
れ
と
同
義
語
で
、
梵
網
戒
の
こ
と
で
あ
る
、
と
す
る
見
方
も
あ
り

得
る
が
、

こ
れ
は
成
立
し
な
い
。

右
表
は
、
『顯
戒
論
』
「蹄
敬
偶
」
の
(
1
)
か
ら
(
2
2
)

ま
で
に
示
さ
れ
た
佛
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及
び
法
の
構
造
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

上
段
は
本
末
の
本
、
勝
劣
の
勝
、
或
る
ひ
は
中
心
で
あ
り
、
下
段
は

末
乃
至
劣
、

周
邊
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
右
三
列
の
優
劣

は
明
ら
か

で
あ
り
、
さ
う
な

る
と
、
《佛
性

一
實
戒
》
と

《十
重
四
十

八
輕
戒
》

の
み
が
同
義
、
等
債
で
あ
る
と
す
る
の
は
、

い
か
に
も
不
自

然
で
あ

る
。
從

つ
て
、
《佛
性

一
實
戒
》
は
や

は
り

〈圓
戒
〉
で
、
(
1
3
)

か
ら
(
2
2
)

の
十
句
は

〈圓
戒
の
三
寳
〉
に
鶴
敬
し
た
も
の
と
考

へ
る
べ
き

で
あ
る
。

僧
寳
の
考
察
が
遅
れ
た
が
、
(
1
9
)

の

《妙
海
王
子
》
は

「
天
台
圓
教
菩

薩
戒
相
承
師
師
血
脈
譜
」
の
説
明
中
に
登
場
す
る
し
、
(
2
1
)

の

《
南
嶽
天

台
》
は
説
明

の
要
も
あ
る
ま
い
。
(
1
7
)
(
1
8
)

で
は

一
向
大
乗
寺
の
上
座
た
る

文
殊
菩
薩
に
蹄
命
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
は
明
ら
か
に
梵
網
の
僧
寳
と

は
言

へ
な

い
。

一
向
大
乗
寺
は
、
圓
戒
を
受
持
し
た
天
台
法
華
宗
の
菩

薩
僧

の
修
業
す
る
寺
で
あ
り
、
ま
た
、
文
殊
は

『
授
菩
薩
戒
儀
』
に
於

い
て
圓
戒

の
受
戒

の
際
に
勧
請
さ
れ
て
も
ゐ
る
の
で
、
圓
戒

の
僧
寳
と

し
て
は
會
通
が
可
能
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
(
1
)
か
ら
(
1
2
)

の
十
二
句
は

〈天
台
法
華
宗
の
三

寳
〉
、
(
1
3
)

か
ら
(
2
2
)

の
十
句
は

〈圓
戒

の
三
寳
〉
に
、
そ
れ
ぞ

れ
蹄
敬

し

た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は

『
内
讃
佛
法
相
承
血
脈
譜
』
に
示
さ
れ
た
思
想
と
合
致
す
る

が
、
『
顯
戒
論
』
は

『
上
顯
戒
論
表
』
及
び

『
内
讃
佛
法
相
承
血
脈
譜
』

と
と
も
に
上
提
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
一
致
は
極
め
て
自
然
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
爾
者
が

一
致
す
る
と
い
ふ

こ
と
は
、
以
上
の
や
う

に

「蹄
敬
偶
」
を
理
解
す
る
こ
と
の
傍
詮
と
も
な
る
の
で
は
な
か
ら
う

か
。尚

ほ
、
(
1
)
か
ら
(
1
2
)

ま
で
は

《稽
首
》
が
冠
せ
ら
れ
、
(
1
3
)

か
ら
(
2
0
)

ま
で

は

《露
命
》

で
始
ま

つ
て
ゐ
る
こ
と
に
注
目
し
、
前
者
よ
り
後
者
の
方

が
意
味
が
重
く
、
從

つ
て
(
1
3
)

か
ら
(
2
0
)

ま
で
の
梵
網

に

《
蹄
命
》
し
た
部

分

の
方
に
最
澄
の
眞
意
が
あ
り
、
圓
戒
が
正
依
梵
網
で
あ
る
こ
と
を
傍

(
7
)

謹
す
る
、
と
す
る
學
説
が
あ
る
。
《
稽
首
》
と

《
鋸
命
》
と

の
輕
重
に

つ
い
て
も
問
題
な
し
と
し
な
い
が
、
假
に

《鶴
命
》
の
方
が
意
味
が
重

い
と
し
て
も
、
(
1
3
)

か
ら
(
2
0
)

の
十
句
が
梵
網
の
三
寳

に

《露
命
》
し
た
の

で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

つ
た
以
上
、

こ
の
説
は
成
立
し
な
い
。
で

は
圓
戒

の
依
経
の
正
依
傍
依
は
ど
う
考

へ
る
べ
き
か
、
と
い
ふ
こ
と
に

な
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
小
稿
で
論
じ
得
る
問
題

で
は
な
い
の
で
、
別
の

機
會
を
得
て
考
察
し
て
行
き
た
い
。

ま
た
、
「編
敬
偶
」
の
眞
儒
に
つ
い
て
槍
討
の
鯨
地

が
あ
る
、
と

の

読
も
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
と
思
ふ
。

1

『
傳
敏
大
師
全
集
』
巻
一

25
1
26
頁
。

2

佐
佐
木
憲
徳

『
日
本
天
台
の
諸
問
題
』
16
-
17
頁
。

3

石
田
瑞
麿

『
日
本
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
研
究
』
1
6
3
頁
。

4

『
傳
教
大
師
全
集
』
巻
二
2
6
4頁
。

5

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』
第
二
十
四
巻
1
0
0
3
頁
b

参
照
。

6

『
傳
教
大
師
全
集
』
巻
一
2
3
0頁
。

7

石
田
前
掲
書
1
9
7-
1
9
9
頁
。

(立
正
大
学
大
学
院
)

『
顯
戒
論
』

の

「
婦
敬
偶
」

に

つ
い
て

(
高

佐
)
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